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  Abstract 
Recently, the number of analysis cases has increased according to the earthquake ground motion estimation of a local government 
and national projects,etc. However, it is not in the situation in which the earthquake ground motion estimation results can be 
examined enough in still a lot of laboratories and private companies. The tools are development for the efficiency improvement of 
the setting though the system that calculates the earthquake ground motion estimation and the earthquake ground motion by the 
distance attenuation relationship system(1) and the hybrid method system(2) is being developed by NIED as for it. The process of 
the investigation can be shortened in using the above-mentioned system. It was executed for (1) that had been shown about the 
development of an easy, comprehensible GUI tool in this research material. 
 
















ール）の 2 つを目指し, 誰でも簡単に地震動予測を行えるシステムの構築を実施した. 
上記に示すシステムのうち, 本研究資料においては, (1)距離減衰式による地震動予測を行えるソフトウエアにつ
いて, より簡単で分かりやすいＧＵＩツールの開発を実施, マニュアルとともにここに公開するものである. 本研究
資料のツールをより多くの微動調査に係る研究者・技術者・学生等に利用していただきたいと考える. 
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図 1-1 解析のフロー 
－ 8－
 



























































































































図 3-1 矩形パラメータ読込画面 
－ 12－
 






























図 4-1 地図上で確認 
 
図 4-2 距離で指定 
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された 1km および 250m メッシュの微地形区分について、J-SHIS からダウンロードでき
る地盤増幅率ファイルを設定することにより使用することができる。 
 これらの切り替えは、図 6-2 の表示切り替えメニューから行う。 
 
図 6-2 表示切り替えメニュー 
－ 22－
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きる。表示できる内容は、図 6-9 に示す５種類である。 
 
図 6-9 条件付き確率の選択 
－ 26－
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ータは 1km メッシュの情報であり、250m メッシュの計算においては、単純に 1km メッシ
ュの人口を 16 分割したものを用いている。尚、人口のデータについては、（財）統計情報





図 6-11 暴露人口・暴露人口期待値の選択 
－ 27－
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 S4、S3 が主断層面 M の下にある場合、上図のようになる．いずれの場合も、主断層走
向側 M2、M3 を結ぶ線と、副断層走向側 S2、S3 を結ぶ線が交わることとなる．基準点の
取り方によっては、以下の場合が考えられる。 
 
① 主断層の走向側と副断層の走向側が接する場合は、主断層 M2、M3 を結ぶ線と、副断
層 S1、S4 を結ぶ線が交わる。この場合、S3、S4 の座標を M3 の座標に置き換え、三
角形の面を生成する。 
② 主断層の走向側と副断層の基準点側が接する場合は、主断層 M2、M3 を結ぶ線と、副
断層 S2、S3 を結ぶ線が交わる。この場合、S3、S4 の座標を M3 の座標に置き換え、
三角形の面を生成する。 
③ 主断層の基準点側と副断層の走向側が接する場合は、主断層 M1、M4 を結ぶ線と、副
断層 S1、S4 を結ぶ線が交わる。この場合、S3、S4 の座標を M4 の座標に置き換え、
三角形の面を生成する。 
④ 主断層の基準点側と副断層の基準点側が接する場合は、主断層 M1、M43 を結ぶ線と、
















































① 主断層の走向側と副断層の走向側が近い場合は、主断層 M2 の座標で副断層 S2 の座標
を置き換える。 
② 主断層の走向側と副断層の基準点側が近い場合は、主断層 M2 の座標で副断層 S1 の座
標を置き換える。 
③ 主断層の基準点側と副断層の走向側が近い場合は、主断層 M1 の座標で副断層 S2 の座
標を置き換える。 










































② 主断層の走向側と副断層の基準点側が接する場合は、主断層 M3 と、副断層 S4 を算出
する交点座標に置き換える。 
③ 主断層の基準点側と副断層の走向側が接する場合は、主断層 M4 と、副断層 S3 を算出
する交点座標に置き換える。 




















図 10-4 主断層上端線と副断層上端線が交差し、Dip が等しい場合の説明図 
 
 上端線交点へ移動する際には、基準点の取り方により、以下の場合が考えられる。 
① 主断層の走向側と副断層の走向側が近い場合は、主断層 M2 と、副断層 S2 を算出する
上端線の交点座標に置き換える。 
② 主断層の走向側と副断層の基準点側が近い場合は、主断層 M2 と、副断層 S1 を算出す
る上端線の交点座標に置き換える。 
③ 主断層の基準点側と副断層の走向側が近い場合は、主断層 M1 と、副断層 S2 を算出す
る上端線の交点座標に置き換える。 


























































① 主断層の走向側と副断層の走向側が接する場合で、主断層 M2、M3 辺と、副断層 S3、
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③ 計算上算出される Dip = 90 － θ 
④ Strike と計算から求められた Dip により、基準点をもとにした座標系に変換する。 
⑤ 観測点を XY 平面上にあるものとして、三角形の内側にあるか、外側にあるか計算する。
（遠くの点から観測点を結ぶ線が、三角形を構成する辺と交わるかを計算し、奇数回交
わる場合は三角形の内側、偶数回の場合は三角形の外側にある。） 















































































































13.1.1  断層モデルパラメータファイル（矩形断層） 
フォーマットの規約を下記に記す。尚、ファイル形式は、独立行政法人 防災科学技術研





# VER. = 1.0 
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表 12-1-1 各分類の包含関係と分類内容 
分類 中分類記述 説明 
大分類 1 中分類 1-1 地下構造データ識別子 固定文字列（Z） 
中分類 1-2 地域名コード※１ 固定（JAPAN） 
大分類 2 中分類 2-1 データ種類識別子 固定（AMP） 
大分類 3 中分類 3-1 基準基盤速度コード 固定(VS400) 
中分類 3-2 メッシュ単位 ｍ単位 
中分類 3-3 対応する１次メッシュコード※２ １次メッシュ単位 
ファイル名記述例 Z_JAPAN-AMP-VS400_250_4928.csv 
※１ 地域名コードは全国データの場合 JAPAN とする。 
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ファイル形式は基本的には、独立行政法人  防災科学技術研究所の J-SHIS 形式
（http://www.j-shis.bosai.go.jp/）に従うものとする。 
 
13.2.1 MAP ファイル(J-SHIS 形式：S_KLIST_MAP-****.csv) の規約について 
MAP形式のファイルフォーマットの規約を下記に記す。 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------












表 13-2-1 各分類の包含関係と分類内容 






中分類 1-2 シナリオ地震名 シナリオ地震における断層番号 
中分類 1-3 解析手法識別子 固定（KLIST） 
大分類 2 中分類 2-1 データ識別子 固定（MAP) 






その日付(DATE)を記録する。“# AREA”で始まり、#で始まる 1 行のヘッダ行で構成され
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13.3.2 ?????????????????????
???????????????????????????????????????




# cpt file created by: C:¥GMT¥bin¥makecpt.exe -Cseis -I -T0/100/10 
# COLOR_MODEL = RGB 
# 
0 0 72 250 0.001 0 72 250 
0.001 0 220 250 10 0 220 250 
10 0 208 139 20 0 208 139 
20 189 255 12 30 189 255 12 
30 255 255 0 40 255 255 0 
40 255 221 0 50 255 221 0 
50 255 144 0 70 255 144 0 
70 246 0 0 100 246 0 0 
B 255 255 255 
F 246 0 0 
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